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1. 編集方針

本レポートについて

ナミックスグループでは、当社グループに課せられた企業の社会的責任に関して、社会の皆さま
とより的確な対話を促進していくため、国際的な報告ガイドラインであるGlobal Reporting 
Initiativeの「Sustainability Reporting Guideline第4版(GRI G4)」の標準開示項目に準拠した
CSRレポートを2016年より発行することといたしました。

報告期間
2015年度（2015年4月1日～2016年3月31日）

対象範囲
ナミックス株式会社及び国内外の全事業所

加入団体

(一社) 電子情報技術産業協会
(一社) 日本電子回路工業会
新潟商工会議所

発行履歴
今回2016年12月

次回発行予定
2017年9月

参考ガイドライン
GRI 「サステナビリティ・レポーティング・ガイドライン第4版」
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私たちは相互繁栄こそが経営の基本であり、企業としての存在目的でもあると考えます。その
最終目標は自然と人間の共存、そして共栄です。
これらを実現するための企業姿勢として感受性、革新性、創造性が不可欠であるとの思いが、

「ＮＡＭＩＣＳ」の社名に込められています。

企業理念

2. 企業理念・経営基本方針・行動指針
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行動指針

経営基本方針

私たちが企業理念･社名の目指す方向に向けて具体的にどう行動すれば良いか､それが行動指針
です。周りや他の人にすがるのではなく､物事に対し自ら考え､行動し､事を成すこと､即ち
「自立･自動･自助」です。
また､こうした個人の努力に加え､10年単位での長期取組みとして､目指す組織風土､集団の行

動基軸を示すものが「NAMICS WAY」であり､私たちはこの指針に沿って行動します。

エレクトロケミカル業界における自社の強み（コア･コンピテンシー）を把握し､常に新しい可
能性に対して真摯に､素直に向かい続けることが､私たちが目指す価値実現を可能にします。

確かな価値想像力を背景として､お客様にとって不可欠なパートナーであり続けることを長期
的な経営方針とします。
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3. CSR基本方針

事業を通じた社会貢献
 社会的に有為な製品・サービスを、品質・安全・環境負荷に十分配慮して安定的に提供する
 事業活動の展開は、国際社会、地域社会の文化や慣習を尊重し、その発展に貢献する

コンプライアンス
 関係法令、社内規定を遵守した企業行動を徹底する
 公正・自由な競争・取引を行い、政治・行政・市民および諸団体との健全な関係を維持する
 企業情報の適切な開示による透明性と個人・顧客情報の適正な管理を徹底する

人権の尊重
 全ての人の人権を尊重し、人権・性別による差別や児童労働・強制労働を含む個人尊厳を損な
う行為を禁止する

 従業員の資質が最大限に発揮できる、安全且つ衛生的な職場作りを推進する

私たち一人ひとりが社会的責任意識の高い市民として行動することは、当社が健全で継続的に
発展するプロセスとして重要です。
私たちは徹底的な環境保全やグローバルな供給体制、企業活動全般のコンプライアンス、社会

的倫理等に適合した行動など、あらゆる企業活動の場面においてＣＳＲを重視すると共に、継続
的に見直し、レベルアップに努めていきます。
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4. トップメッセージ

ナミックスグループは、企業理念として掲げる「
創造と革新により、すべての人の幸福と自然の繁栄
を実現する」、また、経営基本方針である 「エレ
クトロケミカル材料分野において『オンリーワン』
『ナンバーワン』企業となる」を経営ベクトルの普
遍的な柱と位置付けています。

また、市場環境・内部環境の変化を的確に捉え判
断と行動を行うべく、３ヶ年を基本単位とした中期
経営方針を設定、経営ベクトルの普遍性と変化への
対応視点を明快に理解・共有しています。

個人および集団としての行動指針（「自立・自動・自助」、「ＮＡＭＩＣＳ ＷＡＹ」）
を踏まえ、継続的で力強い成長を実現していくと共にＣＳＲ活動の対象・目標・推進体制
をタイムリーに見直すことに留意し、そのレベルアップに努めていくこと、これこそが当
社の掲げる、社会への貢献と考えます。

スマートフォンやタブレットＰＣは、社会インフラといえるものになってきました。車
載分野についてもセンサーなど様々な電子部品が搭載され、安全性の面から厳しい環境に
も耐えられる当社の高性能材料が使われています。機能の高い商品の供給を通じて省電力・
省エネルギー・小型化、高性能化に寄与しています。

これからもエレクトロケミカル市場は大きく広がり、自動車分野ではより安全に、より
環境にやさしく、エネルギー分野では限られた資源や環境問題の解決に貢献します。
このような事業を通じた社会への貢献に加えて、持続可能な社会を実現するためには、

環境問題、人権問題など、解決すべき課題が世界にはまだ多くあります。

当社でもＥＩＣＣ基準に則り、紛争地域の鉱物資源問題の解決についても早くから対応
を進めて参りました。
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Nature &             自然と
Art                          人間の共存共栄
Mutual prosperity      相互の繁栄
Innovation                     革新性
Creativity                          創造性
Sensitivity                             感受性

代表取締役社長 小田嶋 壽信

また、当社はグローバルに事業を展開するにあたり、グローバルな人財の育成にも力を入
れています。多様なバックグラウンドや価値観を尊重し、国内外の拠点で人財交流を行うと
ともに企業理念や目指す方向性をグローバルに共有し、社会に対して最良の価値を提供する
ため、グローバル企業の実現に向けた様々な取り組みを行っています。

例えば、海外の代理店と定期的なミーティングやＷｅｂ・電話会議を通じて情報の交換、
交流を図り、また、広い視野で世界と向き合う能力の強化として語学教育を積極的に行って
います。

世界へ向けた供給の継続性も大きな課題のひとつと捉え、災害時などの緊急時においても
安定した製品供給を行うため、海外での生産拠点を拡充し、事業展開する国内外のどの国や
地域にあっても、企業理念・経営基本方針をもとに事業運営を行っています。

並行して、当社が安定供給を行う中で考えられるリスクについても検討・管理していま
す。その中でも特に生産に支障をきたすと考えられるものについて、リスク評価により特定
し、当社の会議体の中で定期的にレビューを行い報告しています。また、お客様と社会の信
頼に応えるため、先にあげた生産拠点の分散化と併せ、事業継続マネジメントの強化も進め
ており、各種訓練・平時の備え等を通じてレベルアップも図っています。

売り上げの７割が海外である企業ではありますが、地域社会と共に持続的な成長が可能と
なるよう有形無形の取り組みを進めており、青少年育成活動、地元新潟まつりへの参加を積
極的に行い、さらに地元スポーツクラブへの協賛などを通して、地域貢献活動にも力を注い
でいます。

以上は一例ではありますが、なにより当社自身が健全で継続的に事業活動を行うことによ
り、地域社会との共存共栄を図り、社会の発展に寄与していくことを推進して参ります。

今後も、事業・製品を通じた社会全体への貢献を行いながら、新潟をはじめ各拠点のある
地域社会においても認めて頂けるような活動を進めていく所存です。

ナミックス株式会社
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5. 会社概要・グループ概要

会社名 ナミックス株式会社 (NAMICS CORPORATION)

本社所在地 〒950-3131 新潟県新潟市北区濁川3993番地

設立 1947年 (昭和22年) 2月

資本金 8000万円

代表者 代表取締役社長 小田嶋 壽信

事業内容 エレクトロケミカル材料の

売上高 243億円 (2015年度実績）

従業員数 493名 (2015年末現在）

研究開発費 11% (2015年度実績）

研究・開発、製造、販売
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海外拠点

国内拠点
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当社の製品分野

アンダー
フィルなど ハイメック各種接着剤 アドフレマ ユニメック

当社の技術
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当社は、社会的に有為な製品・サービスを、品質・安全・環境負荷に十分配慮して安定的
な提供を行っており、事業活動の展開として、国際社会、地域社会の文化や慣習を尊重し、
その発展に貢献できるよう推進しています。

当社は、環境に有害である鉛を用いない製品、廃棄物を少なくするロングライフ製品、有
害物質を用いないＲｏＨＳ対応製品等、環境に配慮した製品開発を推進しています。
例えば、太陽電池パネルにおいては、より低コストで高い変換効率の実現に向け、太陽光

発電に使用されるセルの太陽電池用電極材の開発に力を注いでいます。

また、製造プロセスは、製品の原材料受け入れから製品の出荷まで最新システムによって
厳しく管理しています。これにより、品質特性の変動が極めて少ない、信頼性の高い製品を
安定的に提供します。
さらに、当社は、材料（絶縁・導電）技術、プロセス（配合・分散）技術、評価解析（材

料・構造解析）技術をコア技術に、最新の設備と機器を揃えた研究開発施設において新たな
技術開発に取り組み、安全で環境負荷の少ない製品開発を行っています。

環境保全やグローバルな供給体制作りを推進して行く中、様々な環境変化に対応する上
で、災害時などの緊急時においても安定した製品供給を行うため、海外の生産拠点を拡充し
ています。新工場を立ち上げる際には、より高効率生産ができるような設計を導入するのと
同時に、地域社会の文化や慣習を尊重、共存し、社会の発展に寄与できるように事業活動を
進めて参ります。
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6. コーポレートガバナンス

全社に関わる重要案件を審議し決定する機関として取締役会と経営会議があり、原則として取
締役会は月1回以上、経営会議は月２回開催しています。取締役会では会社の基本方針の決定や
会社法、定款などで定められた重要な業務執行について審議し決定を行っています。経営会議で
は各部門・会社全体の課題を審議し決定しています。

取締役会・経営会議
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海外子会社の運営

インターナショナルミーティング
年２回、社長が主催し、各部門・各地域拠点の責任者が出席するインターナショナルミーティ

ングを通して、次年度販売計画・販売方針についての理解・周知、各地域拠点との課題の整理・
検討を行っております。

本社による海外拠点の統括
海外に販売会社を設立したことを契機に、2006年より年1回、本社に海外子会社の責任者を招

集し、インターナショナルミーティングを開催しております。

インターナショナルミーティングは、次年度が始まる直前の3月末に行い、会社方針の概要、営業
本部方針、海外子会社の計画の発表を行い、活動を見える化しております。

また、2014年度からは、海外販売会社（6拠点）と毎月の電話会議、10月には半期インターナ
ショナルミーティングを開催し、

①販売計画の進捗の確認
②各販売会社の組織課題
③各地域営業戦略

やその他の事項について進捗確認、討議を行い、本社統括機能の向上と海外販社の営業能力強化
を目的とした、活動をしております。
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7. CSR推進体制

当社グループの社会的責任は企業理念を実践し、ステークホルダーの皆さまに貢献することと考
えています。

その実行のためにCSR基本方針と各種社内規定を定め、活動を行っています。企業活動のあらゆ
る面において、CSR活動を全社的に推進するために、代表取締役社長の統括のもと、CSR委員会を
設置する体制を取っております。
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8. リスク管理

当社では「BCP規定」を定めております。「BCP規定」は、大規模地震発生等の自然災害や不可
抗力を含む緊急事態等のリスクが発生した場合に、お客様への製品供給を含めて早期の業務再開を
図ること、および経営資源の 被害軽減や、事前対策・復旧対策等を積極的に推進し、計画的に実
施 することを目的としています。各拠点・各工場 が「BCP規定」に基づいて事業継続計画を策定
し、災害や事故に備えています。

事業所分類 役割

被災事業所
出社できた社員で現地 災害対策本部を設置し、被害状況の把握、社
員の安否確認、支援事業所への連絡を行うとともに、可能な限りの
復旧活動を開始する。

第1支援事業所

被災事業所の情報を収集するとともに、災害支援本部を設置し、第2
支援事業所と連絡を取りながら支援活動を開始する。

被災事業所が甚大な被害を受け機能しない場合または本社から要請
があった場合は、被災事業所の緊急時活動を代行する。

第2支援事業所 第1支援事業所が活動できない場合や、第1支援事業所又は本社から
要請があった場合に支援活動を行う。

BCP規定

リスク発生時の体制

 対策本部長： 社長(不在時は次順位の役員が代行) 
 本部構成員： 経営会議メンバーを基本とし、各部門GMにて構成
 事務局 ： 経営企画室、総務グループ
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9. ナミックスグループのCSR重要課題の特定

当社は、このたびCSRレポートを編集するにあたり、当社にとって重要なCSR課題の分析を行い
ました。この課題分析は、毎年見直していく予定です。

 課題の特定と優先度評価
CSR委員会が当社の経営理念、中期経営計画の中核課題、当社顧客及び社員等の情報をもとに、

重要な課題を抽出特定し、ビジネスおよびステークホルダーの観点の2軸から評価・優先順位付け・
抽出。

 経営層による承認
役員・執行役員、SGMの出席する経営会議での検討・承認。

当社にとって、特に優先度の高いCSR課題は下記のものとなります。

働く人の安全確保

持続可能を目指す環境負荷低減への取り組み

お客様に安心してお選びいただけるバリューチェーン作り

人権尊重、法令遵守、ダイバーシティ、人財育成・定着の推進

社会資本への投資
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10. 働く人の安全確保

当社はCSR基本方針「従業員の資質が最大限に発揮できる､安全且つ衛生的な職場作りを推進す
る」のもと、予防管理に重点を置いたさまざまな安全衛生活動を実施しています。

労働安全

5S安全パトロール
当社グループの各工場では、海外拠点も含めて、５S（整理、整頓、清掃、清潔、躾）活動の

徹底を目的に安全衛生委員会から指名されたメンバーが、毎月定期的に５S安全パトロールを行
って、改善を図っています。

５S活動の徹底は、各工場の安全性向上のみならず、作業効率、職場の人間関係、お客様から
の信頼の向上にもつながる取り組みです。

ヒヤリハット情報
工場内で作業者が体験したヒヤリとした、ハッとした事例や心配事などを、「ヒヤリハット情

報」として、安全衛生委員会が常時収集し、対策を講じています。同時に、それらの情報を社内
に公表することにより、情報の共有と、類似災害の未然防止を図っています。
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従業員の健康に関わるような事業場での災害防止、およびその対策のために、法令で定められて
いる「安全衛生教育」に加えて、総務グループ安全衛生チームが当社事業に必要な教育・訓練を見
直し・実施しています。

プログラム 2013年 2014年 2015年
消防訓練 384 396 389
防火教育 81 92 83
危険物保安要員教育 - 15 14
毒劇物保管管理者教育 - 26 -
救命入門コース - - 30
合 計 465 529 516

教育・訓練プログラムと受講者数（国内） (人)

項 目 2013年 2014年 2015年
労災発生件数（国内） 4 1 1

教育・訓練

(件)
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11.持続可能を目指す環境負荷低減への取り組み

当社は「人間と自然の共存共栄」を理念においた「相互繁栄」こそが経営の基本であると考えて
います。そしてその相互繁栄に貢献する企業活動としての思いは当社の社名「 ＮＡＭＩＣＳ 」に
込められています。

そのための一つの方策として、環境マネジメントシステムを構築し、2003年11月にISO14001
を認証取得し、さまざまな活動を行っています。

当社は多くの水辺空間を有し、ゆたかな川の流れが日本海に注ぐ“水の都”新潟市の東部に位置し
、周囲を田畑の実りに囲まれています。

創業以来この豊かな自然を守り、ＳＥＥＤＳ（Ｓ：半導体、Ｅ：環境、Ｅ：エネルギー、Ｄ：
デバイス、Ｓ：システム）をキーワードにエレクトロ二クス製品に関わる絶縁・導電材料の研究
開発を積極的に行い、製品供給を通して人々の生活文化の向上に寄与してまいりました。

今後も、会社や自然といったすべての関係において共存共栄を実現し、ともに繁栄することを
目指しています。

環境方針

１．環境保全活動を経営の最重要課題の一つとして位置づけ、環境マネジメントシステムの継続的
改善を通して一層の社会的責務を果たす。

２．環境方針はすべての社員に周知し、一人ひとりが地球環境問題を自覚し、社会に貢献するよう
努める。

３．環境保全に関する法令を遵守し、当社が同意する業界や関連団体の指針を含む国際的な協調に
努め、汚染の予防と安全操業・保安防災の向上を図る。

４．事業活動に係わる環境側面について、次の環境保全活動を主軸として推進する。
４－１．省エネルギーの推進
４－２．３Ｒの推進（発生抑制：Reduce、再使用：Reuse、再資源化：Recycle）

５．製品の環境負荷低減のために、次の活動を推進する。
５－１．製品の持つ環境影響を最小限にするよう配慮した研究開発・設計に取り組む。
５－２．製品に含有する環境負荷化学物質の削減・代替を推進する。
５－３．製品包装材料の最小限化に取り組む。
５－４．環境に配慮した資材調達活動を積極的に展開する。

６．環境方針を達成するために、環境影響評価の結果を考慮し環境目的および目標を中期計画とし
て策定するとともに、単年度ごとに具体的な実施計画を設定し実行する。

７．この環境方針は、社内外に開示する。
ナミックス株式会社

代表取締役社長 小田嶋 壽信
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ISO14001の認証取得状況は以下の通りです。

その他、品質のISO規格である ISO9001、ISO/TS16949のマネジメントシステムも認証取
得をしています。

登録事業者
ナミックス株式会社
関連事業所
・月岡工場
・ナミックステクノコア

登録範囲
電子部品外装用コーティング剤・ペースト・粉末、半導体封止用樹脂、電
子部品・電子回路用及び電池用導電性ペースト、導電性粉末、導電性接着
剤、ディスプレイ用導電・絶縁材料、電子部品・電子デバイス用フィルム
材料、電子部品等の表示用ペーストの設計・開発及び製造

取得年月日 2003年11月21日

審査登録機関 一般財団法人 日本品質保証機構（JQA)

経営理念及び環境方針に対する理念の共有と意識の醸成を図ることを目的に「環境教育・研修」
を全社員対象に実施しています。

また環境の基本教育や専門教育に加えて、製品に含有する化学物質の管理の重要性についても製
品含有化学物質管理ガイドラインに基づいた教育を行っています。

ISO認証取得状況

環境教育
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ナミックスグループでは、廃棄物の減量化、発生した廃棄物の再資源化に取り組んでいます。

OUTPUT事業活動

12,627 t-CO2

14,958 m3

110,901 kg

99.1 ％*

CO2

排水

廃棄物

ﾘｻｲｸﾙ率

INPUT

18,547,760 kWh

666,380 m3

667 kℓ

7 kℓ

75,973 m3

電気

ガス

灯油

重油

水

国内工場の測定値は2015年度の実績、台湾工場の測定値は2015/1～2015/12の実績
*国内工場のみ 台湾工場では全て政府指定の産廃業者で焼却し灰で処理

排水汚泥は道路の路盤
材としてマテリアルリサ
イクルされ、廃溶剤は燃
料としてサーマルリサイ
クルされています。

その他、廃棄物を熱分
解ガス化溶融方式により
生成物は工業燃料ガスや
金属原料などに再資源化
されています。

環境保全への取り組み

環境負荷の全体像 (海外工場を含む)

廃棄物発生の抑制と再資源化（国内）
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ナミックスグループでは、排水処理施設によって
工場排水をきれいにし、法規を遵守することにより、
公共水域の水質汚濁防止に努めています。

水質汚染防止のため、排水処理施設の日常点検・
整備を行い、安定稼動に努めています。また、排水
の水質は日々監視し、定期的に全項目の確認も
行っています。

＊台湾工場については2016年6月測定のため参考値

項目 排水基準
（国内）

国内工場(15年10月測定）
台湾工場*

No.1側溝放流水 No.2側溝放流水
pH 上限 5.8〜8.6 7.3 7.7 8.3
BOD <40mg/l 9 9 2.3
SS <50mg/l 7 2 3

ノルマルヘキサン
抽出物質

鉱油類 <5mg/l
<1 2 1.1

動植物性油脂類 <30mg/l
フェノール類 <5mg/l <0.01 <0.01 ND
銅 <3mg/l <0.01 0.07 <0.02
亜鉛 <2mg/l 0.02 0.06 <0.02
溶解性鉄 <10mg/l 0.05 0.07 0.1
溶解性マンガン <10mg/l <0.02 <0.02 ND
大腸菌群 <3000個/ml 540 <30 未測定
窒素 <100mg/l 2.4 6.5 0.1
クロム <2mg/l <0.04 <0.04 ND

水質汚染防止への取り組み

（国内）( ㎥ )
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CO2 排出量の推移( t )

地球に降りそそぐ太陽エネルギーのうち、約３０％は雲などによって反射され、残りの７０％が
地球に到達します。太陽エネルギーを吸収した地表からは赤外線が放射され、その多くは宇宙空間
に放出されますが、一部は大気中の水蒸気や二酸化炭素などによって吸収されて地球を暖めます。
地球はこの温室効果の作用により地球表面の平均気温は約１４℃に保たれ、私たち人を含む動植物
の生存に適した環境が保たれています。
ところが、今そのバランスが崩れて地球に異変が生じています。

水蒸気を除いて温室効果ガスとして大気中に最も多く存在する気体が二酸化炭素です。
二酸化炭素は人為起源の温室効果ガスで、その増加の原因は主に化石燃料の使用です。私たちはこ
の化石燃料を原料としたエネルギーの合理的な使用に努め、温室効果ガスの排出を抑制しなければ
なりません。

ナミックス省エネ運用ガイドライン

電気自動車

ハイブリッドカー

ナミックスでは年度毎の目標施策に加えて、
省エネガイドラインを定めて日常のエネルギーの
合理的な使用に努めています。

また、ハイブリッドカーや電気自動車を導入も積
極的に行っています。

地球温暖化防止への取り組み
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当社の化学物質管理への取り組みは、アーティクルマネジメント推進協議会 (JAMP: Joint
Article Management Promotion-consortium) が提唱する製品含有化学物質管理ガイドラインに
沿った仕組みを構築して運用しています。
またグリーン調達への取り組みは、2005年に “NAMICS グリーン調達基準書” を制定し、部品

材料に含まれる化学物質自主基準を設けて含有する化学物質の検証を、お取引先様のご協力を頂き
ながら対応しています。
製品に含まれる化学物質の規制は、欧州は元より世界各国でその要求は高まりを続けています。

当社はこれらに対応するため、常に最新の情報収集に努め、より確実な管理に向けてその仕組みの
維持向上に努めています。

当社はご提供する製品を通して、人と地球に優しくあり
たいと思っています。
鉛を用いない製品や廃棄物を少なくするロングライフ

製品、有害物質を用いないＲｏＨＳ対応製品はもちろんの
こと、わたしたちは人と地球の声に耳を傾け続けます。

環境に優しい製品をご提供するために、生産に使用する原材料・容器・包装材、購入製品などの
資材調達にあたり、環境負荷の小さい調達品の選定に向けて、グリーン調達基準を制定して
います。当社が資材を選定する際は、従来の「品質」・「価格」・「安定供給」に「環境」を
加え、総合的に判断しています。

化学物質管理への取り組み

環境に配慮した製品開発

グリーン調達
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12. お客様に安心してお選びいただけるバリューチェーンづくり

ナミックスグループでは、お客様に安心してお選びいただける購買・生産・販売のバリュー
チェーンの構築を重要課題ととらえています。ナミックスの目指す「お客様からの信頼」を得る
活動は、製品のみならずバリューチェーン全体に及ぶものです。

当社は、企業理念である「創造と革新により、すべての人の幸福と自然の繁栄を実現する」を
もとに、販売拠点は、お客様のニーズをいち早く汲み取り、グローバルネットワークを活用して
情報共有を行い、販売活動を展開しております。

生産活動については、BCPの観点からも海外工場を含む、複数拠点化をしております。

購買活動においても、グローバル共通の「資材調達方針」を定めています。日本はもとより、
お取引先様の国の社会規範を遵守するとともに、環境保全などの社会的責任を果たす取り組みを
積極的に進め、良好なパートナーシップを築き、信頼関係のもと相互繁栄を目指しています。

ナミックスの資材調達方針

１ 最適な資材の調達
品質・価格・安定供給の可能性・企業の信頼性・環境保全・紛争鉱物不使用など
合理的且つ明確な基準をもって、取引先選定及び個々の取引を行います。

２ 公正な購買活動と最適なコストの追求
原則として複数の取引先からの見積もり合わせを行い、常に適正な競争の確保と最適な
コストを追求していきます。

３ 「グリーン調達」の推進
資源保護、環境保全に配慮した資材調達を推進します。

４ 法規等の遵守
お取引先様の国の社会規範を遵守します。

５ 情報の機密保持
購買取引を通じて知り得たお取引様の機密を保持します。

６ 人権・労働・安全衛生への配慮
お取引先様の事業において基本的人権を尊重し、労働安全衛生の確保に取り組みます。
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13. 人権尊重、法令遵守、ダイバーシティ、人財育成・定着の推進

当社グループは国際労働機関(I L O)による国際労働基準および各国の労働法規に則り、従業員
の人権を尊重するとともに法令遵守を徹底しています。

人権尊重の取り組みの一環として、当社では人権側面及び人間性向上に関する研修を制度化して
おり、毎年３割程度の従業員が参加しています。

区分 項目 2013 2014 2015 備考

総時間数
総受講人数（人） 130 124 140 

総時間数/全社（時間） 776 1534 1878 

受講比率
全社員数（人） 482 483 491 
受講比率（％） 27% 26% 29%

参考指標 受講満足度（点） 4.2 4.1 4.1 アンケート５点満点

人権側面及び人間性向上に関する研修の総時間数と従業員数の比率

海外に販売拠点・生産拠点を有し海外売上高が70%を超える当社グループは、海外グループ
会社での現地採用に加え、日本における外国人の採用にも取り組んでいます。

当社グループの従業員構成

従業員数 国内拠点 台湾工場 その他海外拠点 合計
男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性

社員 29３ 6４ 16 13 48 24 357 101
契約社員 58 15 0 0 0 0 58 15
パート 0 26 0 0 0 0 0 26

アルバイト 0 0 0 0 0 0 0 0
派遣社員 13 24 0 0 0 0 13 24
計 36４ 12９ 16 13 48 24 428 166
比率 74% 26% 55% 45% 67% 33% 72% 28%
合計 493 29 72 594

（人）

人権尊重、法令遵守、ダイバーシティの推進

人権側面及び人間性向上に関する研修

従業員のダイバーシティ
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人権尊重・法令遵守の取り組みの一環として、2014年から、海外のグループ会社に対して
も、本社総務グループが海外各拠点の人事労務面の仕組みやルールの整備、グループ企業として
の人事労務の維持管理を目的に、人事・労務監査を実施しています。

人事・労務監査では、各国の労働法規に準拠した人事労務関連規定類の策定およびメンテナン
ス、現地での運用状況の監査とフォローを行っています。

人事・労務監査は人権尊重・法令遵守の側面に加え、ナミックスグループのダイバーシティ
推進および海外グループ会社へのガバナンス向上にも貢献しています。

当社は人権問題も含めた職場で発生する幅広い問題に対して、問題の把握と解決、適切なアドバ
イスを行うため、報告相談窓口としてのホットラインを総務グループ内に設けております。

取り組み事例 海外拠点の自立的な業務運営へ向けての本社からの人事労務サポート

取り組み期間 ２０１４年度～２０１６年度の３ヵ年

根拠・意図 ・海外各拠点の人事労務面の仕組みやルールの整備
・グループ企業としての人事労務の維持管理

取り組み内容 ・各国の労働法規に準拠した人事労務関連規定類の策定及びメンテナンス
・現地での運用状況の監査とフォロー

海外グループ会社への人事・労務監査

報告相談窓口(ホットライン)の常設
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海外の売上高が７割以上となった当社において、グローバル対応が必須となっています。
「自然と人間の共存共栄」を軸に、高付加価値製品を提供し続け、世界中のお客様から信頼を頂
き、相互繁栄を実現していくことが私たちの目標です。

海外ビジネスの拡大に伴い、世界中のお客様とのコミュニケーションを行う上でもグローバル人
財の育成は必要不可欠と考えています。

「グローバル対応」の視点を強化し、国際感覚を身に付けるためにも、海外拠点への計画的な配
置、育成目的の海外派遣、また国際化プログラムのひとつである外国語研修では、海外留学をはじ
め、短期集中研修へ積極的に社員を派遣し、加速度をつけて進展するグローバル化に対応するべ
く、外国語スキルのレベルアップを図っています。

2015年は英語研修に関しては、国内従業員49３名に対して、参加者87名と受講率は18%と
なっています。

また、各海外拠点の社員とも人財交流を進め、国内外を問わず従業員に必要な教育を施せる
ような体制づくりを進めています。

国内海外を問わず、どの拠点においても、ナミックス社員としての誇りを持ち、個々人・組織と
もに、自律的に高い目標に挑戦できる機会と環境を提供しています。

人財育成



NAMICS CSR 2016 29レポート

専門的な商材を扱う当社では、人財の教育に加え、その定着も重要な課題です。

人財定着の取り組みの一環として「えびがせ保育園
アミック（新潟市東区海老ヶ瀬）」を２０１６年
４月１日に開園しました。 当園は「子ども・子育て
支援新制度」の「地域型保育事業」における運営主体
をナミックス(株)とした「事業所内保育園」です。

この取り組みは、当社従業員以外、定員の一部を地
域枠として地域の児童も受け入れることで、人財定着
のみならず地域社会にも貢献しています。

区分 2013年度 2014年度 2015年度
社員 27 13 13

契約社員 4 1 4
パート 3 2 2

アルバイト 2 1
合計 36 16 20

区分 2013年度 2014年度 2015年度
社員 16 9 4

契約社員 6 3 8
パート 4 1 1

アルバイト 2 1
合計 28 13 14

新規雇用者 離職者（人） （人）

区分
2013年度 2014年度 2015年度

男性 女性 男性 女性 男性 女性
復職率 - 100% - 100% 100% 100%
定着率 - 100% - 100% 100% 100%

出産・育児休暇後の復職率と定着率（国内・男女別） ※派遣社員は除く

※定着率＝年度内復職者の内の在職者数／年度内復職者の総数

区分
2013年度 2014年度 2015年度

男性 女性 男性 女性 男性 女性
育児休業取得者 0 7 0 7 2 8 

育児休業取得対象者 32 7 33 7 37 8 
育児休業取得率 0% 100% 0% 100% 5% 100%

【参考資料】 育児休業取得率（国内）

人財の定着

事業所内保育園の設立
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14. 社会資本への投資

当社は、創業の地である新潟を中心に、各拠点にて地域社会との共存共栄を目指し、様々な取り
組みを推進しています。

「構内及び周辺道路の美化運動」を本社、ナミックステク
ノコア、月岡工場の３拠点にて定期的に実施しています。

前回実施時は、１４０名程の従業員が美化運動に参加し、
草木に隠れたゴミなども回収しました。
ゴミが無く、綺麗な地域環境づくりを目指し、今後も活動

を推進して参ります。

毎年８月に開催されております「新潟まつり民謡流し」
に２００７年より参加しています。

社内で有志を募り、約１００名の参加者が当社オリジナ
ル浴衣を羽織り、萬代橋の上を華麗に踊りました。

来年以降も継続して参加する予定にしています。

地域社会への貢献

地域：近隣清掃活動

文化：新潟まつり民謡流しに参加
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新潟のスポーツクラブ、アルビレックスへの応援を通じて、スポーツ振興に力を注いでいます。

＜サッカー＞
アルビレックス新潟
オフィシャルスポンサー
アカデミーパートナー

＜野球＞
新潟アルビレックス・ベースボールクラブ
オフィシャルスポンサー

＜バスケットボール＞
新潟アルビレックスＢＢ
オフィシャルスポンサー

＜バスケットボール＞
新潟アルビレックスＢＢラビッツ
オフィシャルスポンサー

スポーツを通じながら、次世代を担う子どもたちの育成として、子どもたちに夢や目標を持つ素晴
らしさ、努力の大切さ、フェアプレー精神を伝える地域の青少年育成活動に力を注いでおります。

スポーツ振興：アルビレックスのサポート

http://www.albirex.co.jp/
http://www.albirex.co.jp/
http://www.niigata-albirex-bc.jp/
http://www.niigata-albirex-bc.jp/
https://www.albirex.com/
https://www.albirex.com/
http://www.albirexbb-rabbits.com/
http://www.albirexbb-rabbits.com/
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創造性ある商品や高い生産性は、個人の力だけでなく、組織力によって達成されるものだとナミ
ックスでは考えています。そのため、創業時から、社員食堂を始め、組織力・チームワークの根底
となるコミュニケーション促進のための施策を打ってまいりました。

 サークル活動補助制度
その取り組みの一環として、当社には社内サークル活動補助制度があり、多くの従業員が社内サ

ークルに参加しています。

社内の社会資本への投資の一環として、当社には社内サークル活動補助制度があり、多くの従業
員が社内サークルに参加しています。

子供たちの科学技術への興味を深めてもらうために、
当社は毎年「青少年のための科学の祭典」に出展、協賛
しています。

数多くの子供たちに実験を通じて液体がゼリー状に変わ
ること、プラスチック板を加熱すると縮んで小さく固まっ
ていく変化や紫外線を当てると液体が固まることを体験し
てもらいました。体験した子どもたちは興味津々でした。

今後も、このような活動を通して、科学のおもしろさ、
不思議さを感じてもらい、次世代の創造性豊かな子どもた
ちの育成活動に力を注いで参ります。

科学技術に立脚する製品を扱う当社は、未来の科学技術の発展を担う青少年の育成を支援して
います。

項 目 2013年 2014年 2015年
サークル数 11 11 12
登録人数（人） 165 176 200

社内の社会資本への投資

サークル活動補助制度

青少年育成

科学の祭典への出展・協賛



NAMICS CSR 2016 33レポート

対象範囲：ナミックス株式会社及び国内・海外の全事業所
対象期間：2015年4月1日～2016年3月31日

発行：2016年 12月

お問い合わせ先
ナミックス株式会社 総務グループ CSR担当

〒950-3131 新潟市北区濁川3993
TEL 025-258-5577(代)   FAX 025-258-5511

E-mail: soumu_1@namics.co.jp
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